


【2号鬼面瓦}

形態:大棟(阿形)鬼蘭瓦

全高:39cm 最大111菌:61. 5cm 

特徴 1号鬼瓦に認められた額から頭部にかけての

深い条痕ならびに箆先による刺突は、簡略化さ

れた条線ならびに爪形文様の刺突になっている。

額には、横方向への搬を刻んだ、後、箆先ある

いは櫛状工異による列点、を施している。 鼻はい

わゆる団子鼻状の整った造りとなっている。

顎は、櫛状工具を左右に動かし髭を表現させ

ている。角は、若干内湾気味に短く延びている。

また、鬼面両脇の連珠は、中央部を穿孔した乳

頭状のものを左右に各5個設りている。

【3号鬼面瓦]

形態:降棟(件形)鬼面瓦

全高:37.5cm 最大幅:41cm 

特徴:2号鬼瓦に認められた額から頭部にかけての

簡略化は一層明確となり、額の団子状の膨らみ

も単に列点、を施すのみである。口部は前記2点

と比した場合、稚拙な造りとなっており、櫛状

工具により表現された髭も雑である。角は先端

が欠損しているものの、それほど突き出したも

のではない。連珠は乳頭状の突起が左右各5個

つくが、中央部の穿孔は認められない。

[ 4号鬼面瓦}

形態:降棟(昨形)鬼面瓦

全高:35.5cm 最大幅:40cm 

特徴:頭部の条線ならびに額の造作は、一層簡略化

を示し、特に口部は牙を表すのみとなっている。

連珠は 3号鬼面瓦同様、乳頭状の突起を左右各

5個設けている。

【5号鬼面瓦}

形態:降棟(昨形)鬼面瓦

全高:34cm 最大幅:40cm 

特徴:頭部の条線ならびに額の造作は、一層簡略化

する。特に頭部は、上方に向かつて鉢状に聞い

ていく。また、鬼面両脇の連珠は数を 3個づつ

に減じている。

【6号鬼毘瓦}

形態:降棟(昨形)鬼面瓦

全高:36cm 最大111高:40cm 

特徴:全体の造りは、 5号鬼面瓦と同様である。た

だ、 5号鬼面瓦と比した場合、若干の歯牙が造

作されている。

【7号鬼酪瓦]

形態:降棟(昨形)鬼面瓦

全高:37.5cm 最大幅:38cm 

特徴:全体の造りは、前記2例と同様である。関口
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瓦師名 居住村名 備

行岡利右衛門 総村

行間利右門

行岡利八郎

行岡清八郎

西国弥左エ門 小平井村 花押あり

西田市正左衛門

西田一仁IIJ
西田吉右衛門

林吉右エ門 六地蔵村
林太右エ門

林与右門

木村弥七郎 小坂村 花押あり

木村弥助

井上吉右エ門 金勝中村

酒井善蔵 青地村

辻伊三郎

辻伊助

JII辺太七良 川辺村

高岡康 追分

惣吉 山田村

表 4 栗太郡在住の瓦師一覧

年 西国 行間 林 木村 井上

1720 • 24 

34 

1730 • 30 • 20 

1740 • 28 

1750 • 27 

1760 • 2 '11 

1770 • 3 • 35 • 26 .11 

8 38 20 

14 

1780 '2.7 • 36 • 31 

1790 .29 • 37 • 25 

31 

34 

1800 • 14 

1840 

1870 

1880 

考

酒井 辻

• 9 

• 4 

• 16 

• 18 

年近くと長いが、これは、善蔵という名が引き継がれ、

瓦生産がなされた結果生じたものと考えられる。名の

号|継は、{也の瓦師についても該当する可能性が強く、

瓦師の活動をみていく上で注意する必要があろう。

c 瓦の供給、調達について

前項において、栗太郡内の瓦師についてみてみたが、

ここでは瓦の供給活動について触れてみたい。

図2より、栗太郡内における各瓦師の製作した瓦の

分布状況は、大きく、内陸部と湖岸部の二地域に分け

て捉えることができる。個々にみた場合、内陸部では、

中山道と草津川によって四分された地域に瓦師が展開

し、各区域内の社寺に瓦を供給した状況が看取できる。

一方、湖岸地域では、葉山川を境にした南部と北部地

域において、それぞれ湖上交通を利用し、大津ならび

に八幡方面より瓦が供給されている。

内睦部における各瓦師の活動範囲の区割りの設定時

期については、瓦師と各地丞との対応、から、郡内在地

瓦師の交替が認められた1760年代以降と思われる。こ

の区割りは、互いの利害関係を調整する意味でも、厳

しく遵守されたものと考えられる。しかし、草津宿に

おいては、西国、井上の各氏が個々の地域を越えた供

給を行っている。当該現象については、他地域と比べ

瓦の導入化が著しく、膨大な瓦と必要とした草津宿の

都市的性格を反映した結果と捉えることができょう。

なお、各社寺の瓦の諮遠の方法については、社寺な

らびに檀家、信徒が調達を行うものと、社寺の縁者等

が寄進する場合の 2種が考えられるが、前者の場合は、

地元の瓦師に依頼することが多いのに対し、後者の場

合は、縁者の住む地域より瓦が運ばれる例がみられる。

また、瓦師本人が瓦を寄進する場合も認められるが、

この場合は、本人の作善を目的としたものと理解でき

ょう。(小宮猛幸)

(次号へつづく)

刊行報告書案内

1 )北萱遺跡発掘調査報告書一草津川改修事業に伴う

発掘調査報告書- 頒価:2，200円

2 )ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書XIX-6 黒

稿・八申遺跡、 頒価:2，300円

3 )ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書XXI-3 在士

北・尼子遺跡 頒価:1，900円

4 )県営かんがい排水事業関連遺跡発掘調査報告書X

-5  中尾遺跡、 頒価:800円

5 )県道竜王石部線拡張工事に伴う岩屋古墳試掘調査

報告書 頒価:590円

6 )ほ場整備関係遺跡発掘調査報告書XXI-4 北落

古墳群I 頒価:2，900円

表5 記銘瓦よりみた栗太郡内瓦師の活動期間
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